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有鬚動物 マ シ コ ヒ ゲム シ個体内で の 共生細菌の 局在
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【目的1 マ シ コ ヒ ゲム シ （01’go加 oc 伽   痂初∂ は、ハ オ リム シ と同 じく有鬚動物門に属 し 、

口 、 消化管及び肛門を持たず 、 能登半島九十九湾の 水深約 25m の 泥 中に生息する 。 これまでの

電子顕微鏡による観察か ら、 本種は 、
ハ オ リム シ と同様に栄養体に細胞 内共生細菌を有 してい

るこ とが報告されて い る。
これまで の 我々 の 16S　rDNA の 分子 系統解析か ら、本細菌は γ

一プ ロ

テ オバ クテ リアの イオ ウ酸化細菌または メ タン 酸化細菌と同 じグル
ープ に属す るこ とがわか

っ た 。 本研究の 目的は 、
マ シ コ ヒ ゲム シ 1個体に複数種の 共生細菌が存在するか を検討す るこ

とと 、 得 られた共生細菌の rDNA を用い て 宿主内での 共生細菌の 局在を調べ る こ とで ある。

【方法】GetptoreDNA　Kit−Blood（同仁）を用い て マ シ コ ヒ ゲム シ か ら DNA を抽出 した。　 Lane

（1991）の 方法に従 っ て 真正 細菌の 16S　rDNA に共通なプ ライ マ ーを設計 し、マ シ コ ヒゲム シ

DNA 抽出液を鋳型に して PCR を行い
、 共生細菌の 16S　rDNA の 塩基配列を決定 した。異な

るプ ライマ
ー

セ ッ トを用い て 1個体中で の 複数種の 共 生細菌の検 出の ために DGGE 解析を

行 っ た。また、共 生細菌の局在 を確認するための 特異的な DNA プ ロ ーブを作製 した。

【結果および考察】マ シ コ ヒ ゲム シ の 解析個体数を増や して共生細菌の 16S　rDNA の塩基配

列を調べ た とこ ろ 、 現在まで 5 種類の 異な っ た配列が確認され た 。 しか しなが ら、 PCR −DGGE

法によ りマ シ コ ヒゲム シ 1個体が有する共生細菌の 種類を検討 した とこ ろ 、 多くの場合、宿

主 1個体か ら得 られた 16S　rDNA は 1種類で あっ た 。 5種類の rDNA の 相同性は 97−9Pa／。 で

あ り、 異な る細菌種由来か ど うか現時点で は判断で きない
。

マ シ コ ヒゲム シ は幼生時に外界

か ら細菌を体内に取 り込む と考えられ て い る。
5 種類の rDNA をもつ 細菌が自由生活 を営ん

でい るか ど うか は不明で あるが 、マ シ コ ヒゲム シ 1個体が 1種類の 細菌を選択 し、 細胞 内 に

保持 して い るこ とは、共生関係成立 の要因を調べ る うえで 重要な手 がか りとなるこ とが期待

され る 。 現在、共生細菌の 16S・rDNA に対す る特異的プ m 一ブを作製 し、　 in・situ ハ イブ リダ

イゼー
シ ョ ン法に よ り共生細菌が マ シ コ ヒ ゲム シ 栄養体で の 局在を検討 してお り、 その結果

につ い て も報告す る。
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